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水平移動に関する一考察
一イージースライド導入による苦痛の軽減をはかって
13階東　○小田雅恵古泉　佐藤（郁）　山中　渡部（由）
1　はじめに
　脳神経外科病棟では、意識障害や運動神経障害によ
り全面介助を要する患者の占める割合が高く、日常生
活の全てに援助が必要であるが、患者からの協力が得
られにくい。当病棟における全面介助者とは、食事・
排泄をはじめ全身清拭や口腔ケア・洗面介助・2～3
時間毎の体位交換を必要とする患者のことであり、過
去1年間（平成6年9月～平成7年8月迄）における
月平均は17．8人である。特にADL介助の中でも、移
動時の介助は患者・看護三共に身体的苦痛は大きく、
又、業務に支障をきたしている。移動時には多くの介
助者を必要とする為、業務をそれぞれが中断しなけれ
ばならず、又、必要人数がそろうまでに時間がかかっ
ている。
　今回私達は、移動時の介助の中でも一番負担の大き
い水平移動に着目し、前述した問題を改善できる良い
方法はないかと考え、イージースライド（スライド式
移動補助具、資料2）を導入してみた。その結果、移
動時間の短縮・人数の削減が実現し、患者・看護婦の
苦痛の軽減がはかれたのでここに報告する。
H　実施・方法
　1．水平移動に関する実態調査（資料3）
①検査・入浴時の水平移動にかかわる看護婦の人
　数・時間に関する調査
　　方法：実態調査
　　対象：当病棟で検査・入浴時、水平移動を必要
　　　　　とした患者、47例
　　期間：イージースライド導入前、平成7年9月
　　　　　25日～10月25日
　　　　　イージースライド導入後、平成7年10月
　　　　　16日～ll月16日
　2．患者へのアンケート（資料4）
①イージースライド導入前、シーツ使用による水
　　平移動に関する患者の評価
　　方法：無記名質問紙法
　　対象：血管造影（セルジンガー法）を受けたこ
　　　　　とのある入院患者、25名
　　期間：平成7年9月25日～10月15日
　　アンケート回収率1100％
②イージースライド導入後、イージースライド使用
　による水平移動に関する患者の評価
　　方法：無記名質問紙法
　　対象：血管造影（セルジンガー法）及び、入浴時
　　　　　にイージースライドを使用した患者、15名
　　期間：平成7年10月16日～ll月30日
　　アンケート回収率：100％
3．スタッフへのアンケート
①看護婦の体型調査・腰痛調査（資料5）
　　方法：無記名質問紙法
　　対象：当病棟看護婦、29名
　　期間：平成7年10月6日～10月13日
　　アンケート回収率：100％
②当病棟スタッフが実際に患者の立場になってシーツ
　使用による水平移動を体験しての評価
　　方法＝無記名質問紙法
　　対象：当病棟看護婦、13名、医師、2名
　　期間：平成7年10月5日
　　アンケート回収率：100％
③当病棟スタッフが実際に患者の立場になってイージ
　ースライド使用による水平移動を体験しての評価
　　方法：無記名質問紙法
　　対象：当病棟看護婦、13名　医師2名
　　期間：平成7年10月5日
　　アンケート回収率：100％
④イージースライド導入後の看護婦の評価（資料5）
　　方法：無記名質問紙法
　　対象：当病棟看護婦、29名
　　期間：平成7年11月27日～30日
　　アンケート回収率：100％
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皿　結果
　1．水平移動に関する実態調査
　　①イージースライド導入前は水平移動時に平均2
分47秒かかっていたが、イージースライド導入後は1
分53秒と54秒短縮ができ、又、介助者の人数も平均
3．9人から2．3人へと減少した。（表1、図1、2）
表1．イージースライド導入前後の比較
導入前 導入後
使用件数　　　　　（例） 19 28
移動にかかった時間 2分47秒1分53秒
平均介助者人数　　（人） 3．9 2．3
ベットの高さ　高（19人中） 8 13
中（19人中） 3 10
低（19人中） 8 5
図1．イージースライド導入前後の時間帯別にみた水平移動の割合とその平均介助者人数
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図2．水平移動を必要とする患者の状態
　　a．意識障害の有無　　　　　　　b．麻痺の有無
①陰画害はない
＠　JCS．　1－1
＠　JCS．　1－3
　　　　①麟はない
謡鵡’ 蜍]痺
　　　　④上磁の不i詮麟
。．ライン類の有無
騒鑛
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②バルンのみ
③DIVのみ
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　2。患者へのアンケート（複数回答あり）
　　①患者はシーツ使用による水平移動に対し、
怖かった28．0％、痛かった12．2％、看護婦に悪
いと思った52．0％などと、苦痛を感じている患
者が約9割を占めている。残りの1割は怖くな
かったと思っており、その感想としては看護婦
が多くいたため安心できたと感じていた。
　　②イージースライドを導入することにより、
楽だった53．3％、恐くなかった26．6％、速かっ
た53．3％などと、苦痛を感じていない患者が多
数を占めている。しかし、怖かった13．3％、恥
ずかしかった13．3％と、少数だが苦痛を感じて
いる。又、看護婦の知識がなく使用方法を理解
していないという感想があった。　（表2）
表2．患者のシーツ使用・イージースライド使用による移動時の評価
　　　　　　　　　　　　　（人）
シーツ イージースライド
a 7 2
b 3 0
C 13 0
d 2 2
e 8 0
f 0 0
9 0 8
h 2 4
i 0 8
j 0 3
k 2 2
a．怖かった
b．痛かった
。．看護婦に悪いと思った
d．恥ずかしかった
e．情けなかった
f．気持ち悪かった
9．楽だった
h．怖くなかった
i．速かった
j．痛くなかった
k．その他
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　3．看護婦へのアンケート（一部複数回答あり）
　　①体型調査の結果、スタッフの体型で最も多いの
は身長160cm～164cm、体重50～54kgの人で全体の44％
占めている。比較的身長が高く、均整のとれた体型の
人が多いことがわたる。又、年齢は20～24歳が最も多
く、全体の58％を占めており、1～3年目の若いすた
っめスタッフが多いことを示している。
　腰痛調査の結果、スタッフ29人中27人が今までに腰
痛の経験があると答えている。又、移動時に腰痛以外
の身体的苦痛があると答えた人は、スタッフ29人中27
人である。中でも疲労感増強が19件、肩凝りが14件と
移動時に何らかの身体的苦痛を感じている人が多い。
しかし水平移動時、ボディメカニクスに気を付けてい
るスタッフは29人中26人と9割を占めている。
　　②スタッフはシーツ使用による移動に対して、怖
かった60．0％、痛かった6．6％、看護婦に悪いと思った
6．6％と苦痛を感じている人が約7割を占めており、そ
の他の感想としても不安がある・衝撃が強いなどと感
じている。　（表3）
表3　看護婦のシーツ使用・イージースライド朔はる岩端の諦
　　　　　　　　　　　　　　　（入）
シーツ イージースライド
a 9 0
b 1 2
C 1 0
d 0 0
e 0 0
f 5 0
9 0 8
h 0 1
i 0 3
j 0 0
k 4 1
a．怖かった
b，痛かった
。．看護婦に悪いと思った
d．恥ずかしかった
e．情けなかった
f．気持ち悪かった
9．楽だった
h．怖くなかった
i．速かった
j．痛くなかった
k．その他
　　③イージースライドを導入することにより、楽だ
った53．3％、速かった20．0％、怖くなかった6．6％と苦
痛を感じる人が減っている。しかし、痛かった13．3％
という人もいて、ストレッチャーとベッドの間の段差
が背中に当たって痛いと感じている。その他の感想と
しては反対側へ人がいないと落ちそうで不安という人
がいた。　（表3）
　　④イージースライド導入後、業務的にみると時間
が速くなったという人が29人中21人、介助人数が少な
くなったという人が26人目簡単・楽になったという人
が24人である。又、身体的にみると水平移動時、腰痛
が軽減したという人は14人、変わらないという人は10
人である。その他の身体的苦痛においても、ほぼ同様
の結果である。その他の意見で最も多かったのは、
患者にかかる負担が少ないと思うという意見である。
ついで多かったのは、体重の軽い女性患者などはイー
ジースライドを使わないで移動したほうが楽であり速
いという意見と、イージースライドを持ってくるのが
面倒であるという意見である。この他、ベッドを高く
するのが面倒である・安全性が高いと思うなどの意見
があった。　（表4）
資料1　イージースライド導入後の
　　　　　　　　　　看護婦へのアンケート用紙
　13東の看護婦の皆様へ
　前回のアンケート結果より患者さんの移動時に、身体的苦痛を感
じていることが分かりました。そこで、今回はイージースライドを
使用して水平移動にどのくらい変化があったのか、身体的な面につ
いての意見と共に、業務面についての意見も伺いたいと思います。
日々の動務でお忙しいとは思いますが、ご協力をお願い致します。
〉イージースライドを導入してからのご意見を記入してください。
　業務面し
　1．時間について
　　a．早くなった
　b．変わらない
　　C．遅くなった
　3．作業について
　b．以前と変わらない
　c，作業が多く、面倒である
皿．身体面
　1．腰痛について’
　a．導入しても変わらない
　b．導入後、軽減した
　c．導入後、消失した
2．人数について
　a．少なくなった
　b．変わらない
　c，多くなった
a．簡単・楽・手間がかからない
　　d，導入後、悪化、または出現した
　　e．以前から腰痛がないままである
　2．甲声以外の身体的苦痛について、ある方はお答えください
　　　（肩凝り・背部痛・筋肉痛・疲労感増強など）
　　a．導入しても変わらない
　　b．導入後、軽減した
　　c．導入後、消失した
　　d．導入後、悪化、または出現した
　　e．以前から苦痛がないままである
皿1．その他
　　a．精神的に楽である。　（その理由は？　　　　　　　　　）
　　b．イージースライドを使用すると他の人に声をかけづらい。
　　　　（自分1人でやらなくてはと責任が重くなる。）
　　c．使い方が分からずに使っている。
　　d．イージースライドを持ってくるのが面倒である。
　　e．患者にかかる負担が少ないと思う。
　　f．患者にかかる負担が大きいと思う。
　　g．患者によってはイージースライドを使わないで移動したほ
　　　うが、楽であり時間も速いと思う。
　　h．イージースライドは安全性が高いと思う。
　　i．イージースライドは安全性が低いと思う。
　　j．ベットを高くするのが面倒である。
W．イージースライドについて
　　a．今後とも使用していきたい。
　　b，患者によっては使っていったほうが良いと思う。
　　c．もう使わずに以前の方法が良い。
V．その他、看護研究についてのご意見、ご感想などありましたら
　何でもご記入ください。
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表4　イージースライド導入後の看護婦へのアンケート結果集計
1．業務面　　　　　　　　　　　　　　　H．身体面
1．時間について（人）　2．人数について（人）　3．作業について（人）　　　　　1．腰痛について（人）　2．r瓢督雪？1ぎ鴨
　a12111a12611ai24　bl　811bl　3Hbl　3
　cl　Ollcl　Ollcl　1
a 10 a 12
b 14 b 10
C 0 C 0
d 0 d 0
e 5 e 4
皿．その他（人）
a 4 f 2
b 2 9 14
C 1 h 9
d 14 i 2
e 23j 7
IV．　イージースライド
　　について（人）
a
b
c
20
9
o
IV　考察
　従来のシーツでの移動は、看護婦の力を頼りとする
移動であり、かなりの人数・時間・体力を必要とし、
身体的・精神的負担が大きい。佐藤1）によると手に重
いものを持ち、手を前方に差し出した場合、腰部への
負担が増大すると述べており、従来の方法での移動が
腰部への負担が大きいことが分かる。又、動作の方向
性については持ち上げるよりも、水平に動かす方がよ
いとされている。イージースライド導入後、スタッフ
への使用法の普及が完全ではなく、扱いに不慣れで準
備などに時間がかかる事も希に見られたが、調査の結
果から人数・時間を削減する事が可能となった。スム
ーズな移動の介助が行えるようになったことはイージ
ースライドの評価に値するものと考える。
　看護婦のアンケートでは、イージースライド導入後、
約50％の看護婦が腰痛・その他の身体的苦痛が軽減し
たと答えている。しかしその反面では、あまりかわら
ないとの意見も約40％あった。それらが著明に改善さ
れない理由としては、比較する期間が短かったこと、
又、腰痛・その他の身体的苦痛そのものが、移動だけ
ではなく様々な作業動作の総量で発生するものである
ことが考えられる。しかし、イージースライドの導入
によりベッドを高位置にし、患者を押すだけでスムー
ズな移動が可能となった為、介助者の移動技術の差を
縮めることができ、又、継続して使用していくことで看
護婦の身体的負担が徐々に軽減されていくと思われる。
　又、患者からは従来のシーツでの移動では、ベッド
の上に放り出すような不安定な状態が見られた為、痛
かった・怖かったなどという意見が多かった。しかし、
イージースライド導入後は、前述のような使用法の不
完全さはあったものの、患者からは楽だった・痛くな
かった・怖くなかったなどの意見が聞かれた。広域の
麻痺を持つ体格の大きな患者の移動の機会が増えたこ
となどもあり、患者からとても助かったという喜びの
声が聞かれることもあった。イージースライドの導入
期間が短かったこともあり、全ての患者の意見を聞く
ことはできなかったが、以前のような移動に対する不
安や不満は多少軽減されたように思われる。
　以上のことから、イージースライド導入により人数
・時間の削減と共に、患者・看護婦の苦痛の軽減がは
かれたと言えるが、その反面、以下のような新たな問
題点がいくつか見えてきた。
　①移動に関わる人数が減ったことにより、移動時ベッド
の反対側に看護婦がいないこともあり、患者に落ちる
かもしれないなどの新たな不安を与えることがある。
　②シーツ移動時より人数が少なくなったこと、新た
な移動手段を使ったことなどから、移動の操作のみに
気をとられ患者への声かけが少なくなる傾向がある。
③イージースライドを1回ごとに持ってくることが
面倒であるという意見がある。
④部屋のスペースや患者の体型によっては、抱き抱
えて移動したほうが速いこともあり、症例を考えて使
用した方が良い。
　私達はこれらの問題点について、再度、使用法や設
V　おわりに
　今回の研究では、イージースライドを導入し移動に
ついて深く考えることができたが、病院内ではベッド
での移送が可能であり、イージースライドを使用する
機会が病棟では寝たきり患者の入浴時と、血管造影後
の安静臥床を必要とする患者に限られ、それほど使用
頻度が多くないという現状もあり、多くの症例から学
ぶことはできなかった。しかし、今後も今回学んだこ
とを活かして、患者・看護婦の安楽な移動について考
え、イージースライドをより効果的に使用していける
ようスタッフ間にも広あていけようにしていきたい。
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資料2　実物と使用方法 使用方法一
①確＼馨漁1壬鐘
確実に患者の頭部と足をイージース
ライドの上に乗せて下さい。
シーツを持ち上げて患者を少し傾斜
させ、その隙間にイージースライド
を挿入する方法もあります。
②卑怯鱒誌鋤ド
患者の上腕と大腿とを押して下さい。
看護婦が一人でシーツを引っ張る方
法、また、一人置シーツを引っ張り、
反対側より補助者が押す方法もあり
ます。
馳｝ノ最鼻茸ドを
イージースライドの下面の部分を引
っ張って下さい。
スライド機能により容易に取り除く
ことができます。
ベッドに段差がある場合でも、容易
に患者を移動できます。
資料4　患者さんへのアンケート用紙
　　　（イージースライド導入前後では内容同一）
患者さん各位へ
　移動時の看護婦の援助を考えていきたいと思っています。先日あ
なたが検査・入浴二等に、ベッドからベッドへ“イージースライド”
（ブルーの移動用シート）を用いて移動した時の状況についてお答
え下さい。
1．ベッドからベッドへ移動時あなたは、どう思われましたか。該
当する項目に○を付けて下さい。　（複数解答可）
　a．移動時恐かった　　　　　　g．楽だった
　b．痛かった　　　　　　　　h．恐くなかった
　c．看護婦に悪いとおもった　　i．速かった
　d．恥ずかしかった　　　　　」．痛くなかった
　e．情けなかった　　　　　　k．その他（
　f．気持ち悪かった
）
2．移動時の看護婦の関わりについて、改善する点があればお答え
　下さい。該当する項目に○を付けて下さい。　（複数解答可）
　　a．もっと慎重に優しく移動して欲しい
　　b．もっと声かけをして欲しい
　　c．待たないで欲しい
　　d．周囲の人の目を気にして欲しい
　　e．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ご協力ありがとうございました。
　　　　　　13階東一同
資料3　実態調査用紙
月　日 （例）　O／△
時　間 14≒・58
移動の目的 1．入浴鄭舞ア・ギオ） 　　　繭　　　　　　　　　　　　　　　　　凸P．入浴嬰2．検査裂（　）
移動時の
g用物品
1．、手2．バスタオル
R．シーツ4．その他（　）
1．素手2．バスタオル
R．シーツ4．その他（　）
移動方法
①横移動
Q．抱きかかえ移動
1．横移動
Q．抱きかかえ移動
移動に
ｩかった時間 3分47秒
移動時の
xッドの高さ 1．離2．中位　3．麗位 1．四丁2．中位3。駆位
介助者名
iDrも含む）
　　　　　　’庶R○美　　 　レ権。惣○
患者名 東医爪㌶
患者の状態 1．意識レベ　　　　2－r3　　　）2．麻痺　　・無
t｣臨鞠4認　1勲記入
?幾藷纐）
1．意識レベル（　　　　　　　　　）2．麻痺有・無
@　叢〔　　〕3．ライン類　　有・無　a．バルン　b．ST　c．点滴　　部位（　　　　　）　d．その他（　　　　）↓罐ll財記入
T．その他
@（　　　　　　　）
記入者 卑○
資料5　看護婦の体型、腰痛調査用紙
13階東　看護婦の皆様へ
　本年度の看護研究では、“患者さんの移動”をテーマに進あて
いくことになりました。
　そこで、看護婦の身体的苦痛の現状について調査していきた
いと思います。以下の質問にお答え下さい。
1．あなたの年齢は？
　　a．20～24才b．25～29才。．30～34才d．35～39才e．40才以上
2．あなたの身長は？
　　a．149cm以下　　b．150～154㎝
　　d．　160～164c皿　　　　e．　165～169cm
c．　155N159cm
f．170cm以上
3．　あなたの体重は？
　　a．39㎏以下　　b．40～44kg　c．45～49㎏　　d．50～54kg
　　e．55～59kg　f．60～64㎏　　g．65～69kg　h。70kg以上
4．　あなたの経験年数は？（看謝として静口・る轍を静σさい。）
　　　　　　　　　年目
5．あなたの現在の健康状態は？
　　a．　良好　　　b．普通　　　c．不良
6．あなたは今までに腰痛になったことがありますか？
　　a．現在、腰痛である。　　　　　　　　b．時々、腰痛になる。
　　c．以前、腰痛になったが、現在はない。d．全く腰痛になったことがない。
7．あなたは腰痛になったとき腰痛対策を何かしていますか？
　　a．　はい　　　b．　いいえ
8．　7で“はい”と答えた方のみお答え下さい。具体的にはどんな
　事をしていますか？以前していたことでもかまいません。（複数
　回答　可です。）
　　a．運動をしている　　　　　b．腰椎コルセットを使用している
　　c．かための布団に寝ている　d．湿布類を使用している
　　e．食事に気を付けている　　f．内服薬を飲んでいる
9．　あなたは腰痛以外に患者さんの移動の際に、何か身体的苦痛を
　感じたことがありますか？
　　a．いつも感じている　b．時々感じている　c．全く感じない
10．9でa～bと答えた方に質問です。具体的にどんなことですか？
　　a．肩こり　　b．背部痛　　c．筋肉痛　　d．疲労感増強
　　e．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
11．あなたは患者さんの移動の際、ボディメカニクスに注意してい
ますか？
a．いつも注意している
　C．全くしていない
b．時々、注意している
一14一
